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★東山荘記念館
★12：30
★第４回クラブ協議会　全員

次　回
６月22日の
例　会
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●例　会　場／かめや惠庵
●開 会 点 鐘／18：00
●ロータリーソング／奉仕の理想
●内　　　容／移動例会（一泊）
　　　　　　　親睦活動委員会

●会員誕生日／６月17日　長島　和彦君
　　　　　　　６月21日　森田　義彦君
●夫人誕生日／６月21日　林　　則夫君　ご婦人　三枝様
●結婚記念日／６月21日　豊山　徹也君　洋子様　ご夫婦
　　　　　　　６月21日　長島　和彦君　亜希子様　ご夫婦
●皆　出　席／６月９日　井上　　元君（ロータリー歴18年）
　　　　　　　６月12日　勝間田太住君（ロータリー歴20年）

※やむを得ず欠席される方は、午前９時50分までにご連絡下さい。

勝 又 　 誠

　当クラブの内規で名誉会員には、本人からクラ
ブ退会届が提出された時点で在籍40年以上の方で
理事会が推選し、本人が承諾した場合になること
ができるとなっています。名誉会員は会費の納入
は免除されており、投票権は持たず、クラブの役
職につくことはできませんが、当クラブのどんな
会合にも出席することができます。
　菅沼久さんは2019年６月に、長田吉弘さんは
昨年2022年の６月に名誉会員になられました。
私はクラブの黎明期の話を聞きたいと思っていま
して、「クラブ創立記念日に因んで」の卓話をお

二人にお願いしたいと会長就任当初から考えてお
りました。それは残念ながら叶いませんでしたが、
本日お元気に出席していただきました。ありがと
うございます。
　皆さんのうちでこれから何名の方が名誉会員の
資格者になれるのか、そんなに多くはないのでは
ないかと思います。自分が該当するかどうか、
ちょっと計算してみてください。
　1967年６月１日創立の当クラブでは、創立し
て18年後の1985年6月に、メンバー９名が参加
して御殿場市の姉妹都市であるチェンバーズバー
グを７日間訪問しました。本日はこの折の話を中
心に現会員の中で名誉会員資格者の最も近くにい
る根上眞一君（在籍47年）が卓話
をしてくれます。その時に同行さ
れた元市議会議員の勝間田通夫様、
現国際交流協会会長 勝又孝文様も
同席されております。
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林　　準君　池上　司君　勝又　厚君
勝又博文君　小早川豊一君

6/8の出席報告 5/25のメーキャップ

４月28日

５月27日

５月31日

長谷川雅也君

鎌野　篤志君

勝又　敏雄君
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ワールド大阪ロータリー
Ｅクラブ

地区協議会

北海道2500ロータリー
Ｅクラブ



　御殿場市は米国ペンシルベニア州チェンバーズバーグ市と姉妹都市提携
を結んでいます。しかし、この姉妹都市交流に私たちの先輩ロータリアン
が深く関わってきた事はあまり知られていません。クラブ創立56周年に
あたり、この交流で活躍された当時のロータリアンの横顔を描いてみる事
といたしました。
　1960年に都市提携が調印されてから、20周年にあたる1980年にチェ
ンバーズバーグから５名の代表が御殿場市に招かれました。この際に提携
25周年に合わせて今度は御殿場市から代表団を送るという事になり、筆
者 根上眞一が御殿場市側の幹事役を引き受ける事になったのです。
　心強かったのは、当時50歳の若輩だった私に多数の先輩ロータリアン

が応援してくださった事でした。訪問日程は1985年６月の出発として、短期組（７日間）、長期組
（13日間）の２組総勢56名の参加となりました。短期組には15名が参加し、内９名がロータリア
ン及び２名のご夫人の構成となりました。別に２名のご夫人は、長期組に参加されました。訪れた
チェンバーズバーグで、一行は大歓迎を受けました。
　今日は、チェンバーズバーグ市訪問の報告文集『世界はひとつ』に寄せられた、参加ロータリア
ン９名の個々の手記を編集し紹介する事といたします。

　大庭君は御殿場市の市長として、またロータリアンとしてこの姉妹都
市交流に参加されました。私の父である根上耕一は大庭君より一回り年
上でしたが、大庭君と親交がありました。そんな関係からか、大庭君は
私を若者を育てるような気持ちですべてに応援してくださいました。

大庭　健三（当時62歳）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

根上眞一君
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クラブ創立記念日に因んで
～姉妹都市チェンバーズバーグとの交流に
　活躍した9人のロータリアン～



　同伴された山中うた夫人は明るい方でした。ちょっと気難しい山中君
もご夫人の明るさに感化されたのであろう、朗らかに笑い場を明るくし
てくださいました。ビクリー、山中ご夫妻共々おしどり夫婦でした。

山中　静樹（当時58歳）

　豪亮君は正論をもって事にあたる方でした。また物事を行うに先走ら
ずに着実に事を進めていく方で、国際交流に関しても常に適切なアドバ
イスをしてくださいました。

勝間田豪亮（当時58歳）

　橋本君はチェンバーズバーグ市訪問後に結成した「御殿場姉妹都市協
会」にも積極的に協力してくださいました。またその後、私も仕事が忙
しくて例会を欠席しがちでしたが、その私に「人が何と言おうとクラブ
を辞めてはいけない、自分ができる時になってからクラブに恩返しをし
なさい」と言ってくださいました。この言葉は今でも私の心にくっきり
と残っています。

橋本　三男（当時77歳）

　私の父は幾田君とも親交がありました。私にとって幾田君は10歳年上
の兄貴のような存在であり、教育委員も一緒に努めさせていただき、
数々の場面で助けていただきました。緻密でかつ大胆であった幾田君を
思い出します。

幾田　裕男（当時60歳）

　剛康君は私の２年先輩で気安く話ができました。旅の途上、剛康君は
「これでどこか面白いところに連れていけ！」と言って私に100ドル札
を握らせました。何人かの友を誘ってその夜はショーを見に行きました
が、皆大喜びでした。剛康君は思いやりがあり、同時に剛毅な親分肌の
方でした。

渡辺　剛康（当時52歳）

　菅沼君ご夫妻はチェンバーズバーグ市訪問後も、長くシャープご夫妻
と交流を続けられており、娘さんの美津子さんもチェンバーズバーグ市
の「ウィルソン大学」に留学をされました。シャープご夫妻はその後の
都市交流で来日されておりましたが、数年前にご逝去されました。その
後も菅沼君は姉妹都市交流に積極的に参加してくださいました。

菅沼　　久（当時48歳）
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長田　　崇

勝又　　誠
井上　　元
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司会・皆出席
勝又　淳君

出席報告
久保田勇輝君

ソングリーダー
秋田悦夫 君

皆出席
山内強嗣君

皆出席
勝又安彦君

皆出席
長田　崇君

名誉会員
菅沼　久様　長田吉弘様

ゲスト
国際交流協会
会長  勝又孝文様

元市議会議員
勝間田通夫様

6/8のスマイル

お久しぶりです
長田吉弘君

お久しぶりです
菅沼　久君

建具組合70周年式典
を御殿場市、小山町
両首長出席で無事終

了しました。私も６年間の理事長
を卒業しました。少し自由な時間
ができました。渋谷　一君

5倍

　姉妹都市訪問の参加者を公募し初会合を開いたところ、杉山博夫君が出
席しておりました。初めてお会いしたのですが、国際交流に興味があり応
募したとのことでした。またロータリークラブへ誘われていて入会を考え
ている事も知りました。訪問中のクラブ訪問では自己紹介で、「自分は
ロータリークラブの入会審査を受けている最中ですが、皆さんも応援して
くださいますか？」と投げかけて大きな拍手を浴びました。杉山君は文書

の編集能力に長け、訪問の報告文集となる『世界はひとつ』を素晴らしい本としてまとめましたし、
その後も国際交流のブレインとして活躍してくださいました。

杉山　博夫（当時44歳）

根上　眞一（当時50歳・現在88歳）
～その後の経過から今に至るまで～
　38年前の光景は、今でも昨日の事のようにありありと目の前に浮かんで
きます。姉妹都市協会はその後も順調に発展し、1990年にはチェンバー
ズバーグからの訪問団を盛大に迎える事ができました。ちょうどその頃に
円貨が急激に上昇して企業の海外進出が始まり、外国人も多数来日するよ
うになりました。行政もこの活動を自ら行う風潮となっていきました。こ

の時代の流れの中で、姉妹都市協会も一民間団体としての任務は全うしたと感じ、御殿場市国際交
流協会に一切の業務及び会員を移管して幕を閉じる事にいたしました。この間に、オレゴン州ビー
バートン市との２番目の姉妹都市提携を結ぶ事ができました。その際にはこれまでの９人のロータ
リアンに加えて、外村道夫君、林準君、梶原一正君も加わってくださいました。チェンバーズバー
グとの５年ごとの交流は今も続いてきています。2015年の訪問には、若林洋平君、梶原一正君、
菅沼久ご夫人が参加してくださいました。1985年に訪問した９人のロータリアンも残っているの
は菅沼久君と私の２人きりになってしまいました。ここでクラブ創立56周年にあたり、かつて御殿
場市の国際交流の礎を作るのに９名のロータリアンが活躍した事を思い出してください。そして皆
様にお願いしたい事は、2025年に訪れるチェンバーズバーグ訪問団を歓迎してください。また
2030年の次の御殿場からの訪問には皆様も多数参加してください。




